
日本基督教団新横浜教会月報　　　2015年4月12日（第94号）

けいめい

〒22ト0鵬4

横浜市神奈川区菅田町2851

（電話04王卜473－7191）

イエスの言葉
Fあなたは今日わたしと一緒に楽園にい

る』

聖霊（ルカ清音霊23章43節）

牧師　河合裕志

イエスが十字架につけられた時の話し。イ

エスの両側にも十字架が立てられていた。そ

れぞれに犯罪人がかけられ苦痛に顔をゆがめ

ている。そのうちの一人が顔をイエスに向け

ののしって言った。「お前はメシアではないか。

自分自身と我々を救ってみろ」。

もっともな言い分。メシア＝救世主という

ならその位の力があるだろう。今こそその力

を発揮する時ではないか。お前さんだってい

い加減苦しそうだ。同じように苦しんでいる

俺たちを救ってくれてもいいじやないか。ど

うなんだ、メシアよ。

肉体の痛みに耐えていたイエスにとってこ

の青葉はつらかった。それはサタンの誘惑に

も思えた。かつてイエスが荒れ野で断食をし

ていた時サタンがやってきて「神の子ならこ

れらの石がパンになるよう命じたらどうだ」

と誘いをかけた。しかしイエスは乗らなかっ

た。今の場合乗ったらどうなる。イエスは十

字架の上に死なないことになり人類の罪の身

代わりは不成立に終る。イエスはこのののし

りの青葉にグッと耐えた。

この時もう一人の犯罪人が相棒をたしなめ

て言った。「お前は神をも恐れないのか、同じ

刑罰を受けているのに。我々は自分のやった

ことの報いを受けているのだから当然だ。し

かしこの方は何も悪いことをしていか、」。な

かなかよくわかっている犯罪人。死罪判決、

刑罰を当然の事と受けとめている。しかしこ

の方、イエスは罪のない人だと見ている。そ

して更に言葉を継いだ。「イエスよ、あなたの

御国においでになるときには、わたしを思い

出してください」。わたしのような憐れな人間、

ポロ切れのような人間、生まれてこなかった

方がよいようなこのわたしを覚えていてくれ

たら、思い出してくれたならこんな有難く嬉

しいことはない、そう言って命の息の切れる

寸前懇願した。

この青葉にイエスの心は動いた。『はっきり

言っておくが、あなたは今日わたしと一緒に

楽園にいる』と声をかけた。この声に彼はフ
ーと息をはき大安心のうちに目を閉じたこと

だろう。

楽園は元のギリシャ語ではパラダイス。そ

してこのパラダイスは更にさかのぼればヘブ

ライ語の「エデンの園」を訳したもの。いず

れにしても楽しく平和に満ちたところ。それ

は天国とも呼ばれる。そこにイエス、父なる

神、なっかしい人々がいる。日々何不自由な

く痛みや悲しみはなく楽しく暮らしている。

私達もいずれそこへ旅立って行く。なんとい

う幸い。

集会案内 
日曜礼拝：午前10時15分、日曜夕拝：午後6時 
子どもの教会：日曜日午前9時 
求道者会：日曜日午前9時40分 
中高青年会：日曜日礼拝後 
お話し会、卓球：水曜日午後1時～7時 
お祈り会：水曜日午前6時、午前10時、午後7時 


